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長崎クラブの発展を祈念して 
            故  JA6CH 俵 正敏  

我が国に、アマチュア無線が再開になった昭和 27 年から数年を経過、何の組織もないア

マチュア無線界に、自然発生的に芽生え、活発になって行ったクラブ組織、そして昭和 28
年何の抵抗もなく地域名を冠した長崎クラブの誕生でした。 
私も 1962 年転勤で、福岡電波監視部から長崎出張所に参りまして、当クラブに入会しま

したが、周囲も若く、よく動き、懐かしい思い出が山程でき、家内 CHQ 共々本当にお世話

になりました。 
 このクラブが、一時は発展的に解消、JARL 長崎になり現県支部につながった事は周知の

事実でもあります。 
 昨年は初代会長の平松 OM も旅立たれ、寂しい気持ちでしたが、長崎クラブが息づいてき

ました事は OM もさぞ喜んでいることと存じます。 
 長崎クラブの伝統は、山あり谷ありでしたが、谷の時代でもそれぞれの胸の中には息づい

ており、今回、三浦会長、森副会長、川上事務局長の下に上昇期を迎えました事はご同慶に

絶えません。 
ご存じの通り、クラブも多様化し、特殊クラブ、職域クラブ、学校クラブ、仲良しクラブ、

等々発展していますが、やはり原点は地域に根を張った地域クラブの存在です。その反面特

色の無いのも地域クラブです。 
アマチュア無線が生き残る道は、単に自分だけの趣味にとどまらず、一般社会との融合、つ

まり地域防災と、青少年の育成に掛かっております。力まずに、益々地域に根ざした発展を

祈念し共に頑張りましょう。 
  （長崎クラブ JA6YAU 会報 No.1） 
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俵さんと想い出写真集     JA6IDZ 松田謙治 
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俵さんとの想い出     元電気通信監理局長崎出張所 本田亘宏 
家庭の事情により昭和 58年 3月 28日付けで近畿局から長崎出張所へ異動になりました。 

俵さんは同日付で公共課（現在の陸上課）へ異動されましたので同じ職場での経験は皆無で

す。唯一楽しい想い出は入院中お見舞いに伺い何か食べたいものは有りませんかと伺った

ところ柑橘類の八朔を所望されたのでベッドでも食べ易いようにミカン皮むき器「ムッキ

ーちゃん」を添えて持参しました。この器具が大変気に入ったようで退院後度々話題になり

恐縮しています。八朔を食べる度に俵さんを想い出しています。 
※注 果肉を包む皮をじょうのう膜と言いますが静岡地方では「ほろ」と呼ばれています。 
 果肉の「ほろ」に切れ目を入れてくれる重宝な物です、私も山歩きの際は必ず持参してい

ます。ムッキーちゃんは 300～400 円位で入手可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
早速私も駅前の東急ハンズ長崎店で購入しました。税込み 563 円でした。私はミカン好き

でこの「ムッキーちゃん」を一度使ったら便利で手放せなくなりました。 
赤○の所に歯があり黄色い方は外皮用、白い方は剥いた内苞用の刃です。  DE JH6KXG 
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長崎クラブ名誉会長 ＪＡ６ＣＨ 俵 正敏 様 お悔やみメッセージ 
 
JA6CH 俵 正敏様  

謹んでご逝去を悼み、生前のご厚情に対し、あらためてお礼申し上げます。 
俵様には JARL 長崎県支部長を昭和 47 年から 53 年の 3 期 6 年間、評議員として平成 4 年

から 11 年まで 4 期 8 年間、地元長崎県にとどまらず、アマチュア無線の発展に長年にわた

り多大な御尽力をいただきました。 
そのような貴重で偉大な OM がお亡くなりになることは誠に残念でなりません。 

これからもしっかりと高い志を引き継ぎ、アマチュア無線による社会貢献や次世代の育成

を積極的に支援して参る所存です。 
心よりご冥福をお祈り申しあげます。 

JARL 会長         JG1KTC  高尾 義則 
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激動の昭和を生き抜かれた俵正敏さんを偲ぶ（1927.2～2021.1） 
                                      JARL 長崎県支部長 JA6EIM 冨増清志 
 
 
 
 
 
 
 
 

2019 長崎県アマチュア無線の祭典で最後の講演 
 

私は学校卒業後、県外で就職していたため退職後 2016 年に長崎県支部長を拝命して

俵さんと初めてお会いしました。従いまして俵さんとのお付き合いは浅く、長崎クラブ

や JARL 長崎県支部の立ち上げに俵さんと共に尽力された皆様方の文集に加えていた

だくのは甚だしく恐縮に思っています。 
 私が主催する「支部役員・登録クラブ代表者等会議」と「アマチュア無線の祭典」で

俵さんに「アマチュア無線よもやま話」と題する講演を 5 回やっていただきました。 
この話の内容は単にアマチュア無線の歴史を語るのではなく、戦時中の日本男児の生き

様を生々しく語るものでした。人間魚雷の試作艇を見学した時の感動、何としてもこれ

に乗って敵艦を撃沈させたいと志願、願いかなわず落胆。 
電監時代でのアマチュア無線局の検査では、キーダウンの時間が長すぎてファイナル管

が臨終。「あれ、、、ごめんね」という失敗談等々。 
このよもやま話は俵さんの生き様を語った自叙伝でありました。 
最後に俵さんから頂いた言葉「君はおもしろいね。支部長合格」。TNX OM 合掌 
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JA6CH 俵 OM との出会い          JH6HAZ 坂上勝人 
昭和 30 年代中頃、SSK でドック中の大洋漁業捕鯨船団に、私は乗船していました。 
大洋漁業の子会社である SSK の待遇は万全で、無線局の検査、船体検査などに修繕部長の

顔がありました。 
我々無線部も検査は全をドックの無線課、メーカーさんが手掛けくれ、そばで検査官の指示

を緊張感で待っていました。 
6 千トン～2 万 5 千トンクラスまでの検査では、一隻 2 日間の検査が何隻も続くハードな仕

事を 3 人の検査官が、てきぱきとされていました。 
周波数は全部で 1～250 波あったと思います、商船短波 10 群、南氷洋捕鯨波、北洋漁業波、

鮪漁業波などスポット周波数です、数多くの水晶検査も大変でした。 
その中に威厳のある、怖い検査官が一人テーブルの前に鎮座され、ドックマン、メーカーマ

ンに、真剣な対応をされている検査官の姿は印象的で忘れられない思いでした。 
検査の最後に JOS と 400KHz 帯でメリット交換を命じられ電鍵を叩きました、この厳しい

感じの検査官が俵 OM と存じたのは、それから何年もたってからの事です。 
月日がたち長崎でアマチュア無線を開局、会合の席で俵 OM を目の当たりにして、どこか

でお会いしたことがある方だ？あの検査に厳しい電監の職員？物柔らかな紳士があの人！。 
業務局には厳しく、アマチュア無線局には優しい検査、素晴らしい OM さんを知る事が出

来ました。 
“HAZ、手土産の鯨肉は旨かったよ、XYL の CHQ も大変喜んだ”、昔話しに花が咲くとは

こんな事ですねと話し込んでしまいました。 
2008 年 10 月 14 日佐世保でマルハ無線会を開き、全国から多くの OB が参加しました。 
来賓に俵さんをご招待したら、あの検査官ですか！、検査以外は立派な紳士ですよと・・・

笑い話も飛び出した宴会で、俵さんの心使いジョニーウォーカー黒、後輩差し入れの氷山氷

でロックを飲み干しながら、南極話で盛会に終わりました。 
永い間、俵さん有難う御座いました。 
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             俵さんとの足跡                       JR6CWC 髙木 栄次 
 この度、長崎クラブ会報の発行にあたり川上会長から俵さんについての原稿依頼があり 
ました。そこで、いろいろと過去を思い出しながら俵さんとの足跡を振り返ってみたいと 
思います。 
 まず JR6CWC の新設検査を受けたところから始まります。当時の無線検査簿を見てみま

すと昭和 51 年６月 16 日に九州電波監理局の郵政技官としての俵さんと山口さんの署名が

ありました。それまでは JA3JNN/6 のコールサインで DX をやっていたのですが 100 エン

ティティを超すと 10W ではなかなか増えず 100W 局を申請することにしました。 
 事前に送信機のデータを取って提出するのですが業務局(長崎無線電報局）に勤務してい

たこともありデータについては信用していると言って頂きました。そのようなことで検査

はスムーズに進行して行きました。 
 一通りの検査が終わると最後に実通テストをやりなさいとの指示を受けました。平日だ 
ったこともあり交信してくれる局を探すのに大変苦労しました。21MHz でやっと何とか相

手を見つけレポートを貰った記憶があります。 
 当初、検査は送信機のスプリアスや送信波形等の検査、最後に TVI の調査が終わったと

ころで OK かなと思っていましたので、実通テストはどうして必要ですかと俵さんに尋ね

ると、これは受信設備の検査と教えて頂き、確かにその通りと思いました。なぜなら無線設

備とは送信設備と受信設備及び付帯設備からなるためです。ちなみに送信設備は送信装置

と送信アンテナから、受信設備は受信装置と受信アンテナからなります。ついでに申します

と無線局とは無線設備及び無線設備の操作を行う者の総体を云います。 
 検査も無事終わり、正座して俵検査官から検査の結果を聞いたことを良く覚えています。 
 昭和 58 年に長崎水産高校の教員になった後、昭和 59 年に当時支部長であった伊吹先生 
（JA6DSA）から県支部の役員に誘われました。伊吹先生が戦後まもなく水産高校の教員だ

ったことや教員になる前の昭和 57 年に諫早市で 4アマの講習会を開催した時に伊吹支部長

とやりとりをしていてよく知っていたことも誘われた理由かなと思います。当時の講習 
会は JARL の主催で支部長の承認が必要でした。 
 その後、県支部の企画幹事、総務幹事、副支部長、支部長と歴任してきましたが、その 
間、俵さんには色々と相談に乗って頂きました。また、仕事面でも学校が無線従事者養成 
の認定校でしたので九州総合通信局とのやりとりも多々あり、俵さんの存在を大変心強く

思っていました。 
 俵さんは私の知る限りですが九州総合通信局をご退職後は宇宙通信株式会社に勤務され、

その後長崎に帰ってこられて長崎電業に勤務されました。当時水産高校では学習活動 
の一環として民間講師の授業が組まれていましたので、俵さんに講師をお願いしたところ 
快く引き受けて頂きました。またその頃電波適正利用推進員として一緒に活動させて頂い 
たこともありました。 
 平成 24 年頃だったと思いますが三菱重工長崎アマチュア無線クラブの 30 周年記念祝賀 
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会に支部長として出席させて頂いた際、俵さんが真剣で居合いの形を披露されました。形 
が終わった後、もうこれが最後だろうと云っておられたことを良く覚えています。 
 検査官としての俵さんについては業務局の検査では厳しく、アマチュア局の検査では優 
しかったと何人かの OM から聞いたことがあります。私も友人の検査に何度か立ち会った

ことがありますが優しい検査官だったと思います。 
 終わりに俵さんにはご存命中公私共に大変お世話になりました。今までのご厚誼に心か 
ら感謝し、ここに謹んで哀悼の誠を捧げます。  
                      合掌 
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  アマチュア無線定期検査         JA6HK   中尾 喜明 
 
かつてアマチュア無線全局に新設検査定期検査がありました。 

勤務先の放送局でも定期検査があり驚くことに基本的に同じ検査の内容でした。 
当時長浦今の琴海でのハム開局でした洲可と熊本市の九州電波監理局から郵政技官と郵政

事務次官の 2 名が出張してこられたのです。村には旅館がなく自宅に泊まっていただきま

した。その後会社の毎年の定期検査でなんと再会したときはお互い大変な驚きでした。 
会社の定期検査担当はオーバーに言うと検査官に対して直立不動？の姿勢の中で新参者の

私が打ち解けた雰囲気の中で検査に対応するのに上司が吃驚したことが思い出されます。 
検査のｸﾗｲﾏｯｸｽは何といっても検査最後の締めくくり検査判定です。 
指示事項なしこれで社長以下重役全員が深々と頭を下げて安どの表情になるのです。 
数多い判定発表者の中に CH さんのこともありましたが私の JA6HK 定期検査も一度 CH
さんから指示事項なしの判定を経験しました。 
判定発表のとき検査官の表情が引き締まるのをその後俵 OM 話したらやはり指示事項なし

に大変強い思い出を持っておられるのがわかりました。 
今政界は東北新社と総務省の接待問題で賑わっていますが外国資本の持ち株比率違反で

CS 放送が免許停止になりましたが俵 OM が若し指示事項あり以下うんぬんと発言された

ら放送界がひっくり返ることもあるような検査判定の重みがあるからこそ表情が引き締ま

っていたと改めて思い起こしています。 
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JA6CH 俵 正敏氏を偲んでー弘法筆を選ばずー 
                          JH6PYZ 神崎 正弘 
 およそ 50 年前に長崎 CQ ハムクラブ（JA6ZJK）生まれる。設立当時の初代会長は坂上

勝人（JH6HAZ）OM です。4 級（電話級）では遠からず QRU になるから上級ライセンス

を取得しようと HAZ 局の CM センターにて毎日 21 時以降に集合してモールス信号にトラ

イした。AM00.00 時過ぎまで頑張っておりました。深夜にチェーンの音が聞こえてきまし

た。外に出ると銀世界の一面となって居りました。坂本墓地の坂道はのぼる事が出来ず大変

な思いを致しました。 
 時が過ぎ漁協会館にて電信級のテストが有り、試験官が JA6HK 氏、JA6CH 氏であった。

私のテスト官は JA6CH 局であった。VVV をたたきながら米つきバッタ―（逓信型）で V
を一つだけたたき間隙を調整した。HRHR をたたこうとした時に俵 OM より「弘法は筆を

選ばず」ですかと？即く答えて曰く「弘法も木から落ちる」とです。テスト結果は合格でし

た。喜びでした。 
短波帯の RIG101（10W）を入れて DPAnt に国内 CW 通信をやり八木 Ant の 213C クリ

エートで Eu と１stQSO 今も記憶にある OH3BAD 局でした。後に解ったですが彼は OH
でも有名な方でした。Short Path では当局の所は開けており 100W 出力でも十分に交信で

きました。ローカルにては 144MHz 帯にて F2 にて CW をたたいて居りました。ANT を

214C になってからは 14MHz 帯にてゆっくり交信を楽しんで居りました。 
最近は車からも Ant をハリネズミのように上げて交信をして居りました。最近は 30 代～

40 代より始めた HAM 生活も各会員 80 代を超えて体力的に弱って居り 1 年に 4～5 回集合

して総会、忘年会、新年会、ツーリング一泊するぐらいです。14・5 名は集まりアイボール

ミテーングを楽しんで居ります。 
俵 OM も数回参加されました。講話聞き楽しみにし居りました。二次会の時「小倉名大

の♪」の無法松の歌を聞かせてもらいました。自宅にては居合で使用されている「古刀」を

見せて頂きました。作法（刀のあつかい）が不明で持参していたハンカチを口にくわえて拝

見しました。 
最近の Ham の日曜日の 21 時 On Air meeting の声がなく心配しておりました。去年に

奥様の法事が自宅にてあり当局も参加して帰寺致しました。「PYZ もよく来てくれたね」最

期の言葉でした。今、OM は彼の地にて XYL さんと親しくアイボールしていらっしゃるで

しょうね。ご縁有って何か有ったら「PYZ のため」と云っておられたそうで XYL サンの時

も私の方に相談がありまして曹洞宗のお寺様を紹介させて頂きました。 
令和 2 年 1 月 7 日 93 歳にて命終され 11 日葬式になり、当局の方で勤行させて頂きまし

た。家族葬という事で務められました。ハムの OM 数名が参加されました。ありがとうご

ざいました。 
最期に TKS FB QSO HPE CU AGN VY Soon 73 !! 
彼の土（彼岸）にて再会しましょうね。“少々お待ち下さいませ” 
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見品話しを多くさん持っていきますから（昔 2m の RIG を持参するからヨロシク、OM
からのお話がありましたね。） 

長らく QTC 頂き感謝致します。 
2021 年 2 月 4 日    De JH6PYZ 73&88 九拝合掌 神崎 正弘 

 
 
 
 
 
 
 

１９９２年１１月福州市無線段訪問歓迎会 

JA6CH 俵 OM は最前列右から 2 人目。後列右端が JH6PYZ 神崎 OM 
2 列目左端 BY5QA,最前列左から 2 人目 BY5RF, 福州市業余天台関係者,右端 BY5RA 
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お悔やみメッセージ     JA6CDC 中村隆英 
 
 俵さんが１月に亡くなられたこと、気が付きませんでした。 
香奠か御供をしたかったのですが間にあわなかったみたいですね。 
俵さんにはアマチュア無線と TV 局の双方でお世話になりました。 
常日頃何かと声を掛けて頂きお世話いただいていましたが、アマチュア無線では、移動局

50W の検査（当時は 10W 超は検査があった）を、船の無線局の検査のついでに造船所内

で検査してもらったこと。TV ではサテライトの免許申請のために何度も川口町の事務所

に行って指導を受けたことが特に記憶に残っています。 
ご子息に先立たれてから心細い思いで過ごされていらっしゃるのではと気になっていまし

た。大変寂しく思います。 
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「アマ無線は友達の輪」   JH6MRT 田村和義 
 当局がアマ無線を開局したのは 1974 年、開局当時の思い出の OM さんが二人おられま

す。お一人は鍛冶屋町の賀来医院の院長 賀来 OM も診察室に無線機を設置されるほど、熱

心でした。当時は九州電監に開局申請に医者の診断書添付が必要で XYL(JH6TKU)の時も

診断者を書いて貰いました。もう一人は JA6CH 俵 OM です。 
 開局翌年に JARL の電信級短縮コースの受信試験を長崎放送 NBC の会議室で受験しま

した。その時長崎地区の試験官が俵 OM でした。 
受信試験はテープレコーダーから 25 文字程度でトン・ツ―と送られてくるのですが、俵 OM
は 「試験時間が来ると試験官だが試験前は受験者と同じアマ無線家です。時間まで受信の

練習をしましょう」と自ら持参された電鍵でゆっくり,本番前のオーケストラの音合わせの

ように電鍵を打たれて、耳ならしの受信トレーニングで落ち着いて音が取れました。 
JH6PYZ 神崎 OM, JH6MRW 岩元 OM は同じ受験者仲間です。当初は JA6BOY 毛利

OM の指導で 144MHz 帯で「F2」で CW のまねごとをしていたが QRT して 35 年ぶりに

68 歳で再開しました。     
 入会した長崎クラブの総会で、俵 OM に面談、CW 電信級の試験を思い出して、挨拶を

交わしたとき、「お互いにアマチュア無線家ですから試験官と受験者の関係よりまず、アマ

無線の友達の輪つくりですよね」穏やかな優しい声でうれしいお話を戴きました。  
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俵さんご夫婦の遺品         JH6KXG 川上正德 
私は、昭和 50（1975）年春の国試で熊本市へ電話級の免許を受験し合格しました。免許

証 10 月 20 日。電波を出したのは、145MHz 帯、アローラインとトリオ TR-7200 でした。

ワッチはできても電波を出す自信がなく、高校の先輩が電監長崎出張所に勤務していたの

で俵さんを紹介してもらい、俵さんに電話してメインで呼んでもらい開局しました。 
その後、JA6FS 赤瀬さんたちと長崎クラブに入会、毎週日曜日のオンエアミーティング

のキー局は JA6RRZ 浜崎さんや JA6XSC 鳥巣さんでした。私はクラブ報発行を担当しまし

た。 
昭和 57（1982）年長崎大水害時は秘書課でしたが、アマチュア無線の免許を持っている

という事で防災行政無線担当で総務課に異動し主査に昇格しました。そこで長崎市役所ア

マチュア無線クラブ JH6YZS を組織したので長崎クラブは退会しました。俵さんとは長崎

県市総合防災訓練で、日赤無線奉仕団の JA6IDZ 松田さん、JA6RMG 森さん、JF6NUZ 山

本さん方に会い指導してもらいました。 
平成 7（1995）年阪神淡路大震災時に、防災組織が市長部局から消防局へ移管された時、

私は市長部局から消防局へ異動しました。防災主幹は課長級でしたが、消防局の階級はもら

はなかったので、制服制帽の支給もない代わりに火災等の出動はしませんでした。そこでも

JA6FS 赤瀬さん方と長崎市消防局・東・西・南・北消防局に、全て私が代表でアマチュア

無線クラブ JF6YAH, JF6ZSS, JF6ZST, JF6ZSU を組織しました。既に同好会として

JA6YNM もありました。 
平成 15（2003）年市役所を停年で退職したので、再び長崎クラブへ入会しようとしたら、

会長が逝去され休止状態だったので、会長夫人から会費などを引き継ぎ、平成 17（2005）
年、JA6CH 俵さん JA6LL 林さんは顧問、JA6DT 三浦さんは会長、JA6RMG 森さんは副

会長、JF6NUZ 山本さん方は役員、私は事務局長でした。三浦さんが逝去された時、俵さ

んの鶴の一声で KXG が会長もしなさいという事で今日に至っています。 
我が家のシャックには、俵さんからもらった測定器と、長崎クラブの活動で JA6CHQ さ

んの指導で作った七色の静電気除去グッズが我が家にあります。 
私の開局時から、今の長崎クラブに至るまで折々ご自宅へお邪魔して指導してもらいま

した。喜寿を過ぎ大病を患いましたので、俵さんに次の会長を指名してもらいたかったので

すが、そのお願いをできなくなり、葬儀の参列もかないませんでしたので、せめて皆さんの

俵 OM の思い出記を作成し、墓前に届けたいと思っております。 
改めてここに JA6CH 俵正敏 OM のご厚誼に感謝申し上げ、ご冥福をお祈りいたします。 
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JA6CH＆JA6CHQ 
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JA6CH 俵さんと JARL  JA1AN 原会長 
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8J6HOL 開局式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲佐山レピータ開局式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8J6GNB 開局式 
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JARL 創立 50 周年記念祝賀会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

懇親会 
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エミゲンくらぶ(FM JA6XT) 
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居合道範士 86 歳最高齢範士昇格 
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編集後記 
 
 長崎クラブ名誉会長俵正敏 OM の突然の訃報に葬儀も参列できませんでした。長崎クラ

ブで活動された俵 OM の足跡の写真と、ご厚誼を頂いたアマチュア無線家の各局に思い出

記をお願いして俵 OM 偲ぶ小冊子を作成しました。 
俵 OM の往年のご活躍を忍び、アマチュア無線を愛され、長崎クラブをお世話された、

俵さんご夫妻へこの小冊子を捧げます。 
冊子作成に当たり俵 OM の為ということで、ご多忙中にもかかわらず投稿していただい

た各局に厚く御礼を申しあげます。 
改めてここに JA6CH＆JA6CHQ 俵 OM ご夫妻のご冥福を心からお祈り申しあげます。 

 
           2021.6 DE 長崎クラブ JA6YAU  opJH6KXG/KD9APW 
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